
法
人
の
理
念
を
形
に

預
金
で
社
会
を
応
援

建
学
の
精
神
に
合
っ
た
運
用
を

社
会
と
の
連
携
に
つ
な
げ
る

継
続
的
な
支
援
の
実
現
を
評
価

Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
の
幅
が
広
が
る 学校法人 常翔学園様

理事  上田 和徳氏
株式会社 日水コン様
社長  野村 喜一氏

　
大
和
ネ
ク
ス
ト
銀
行
の「
応
援
定
期
預
金
」が
好
調
だ
。２
０
１
８
年
10
月
に
法
人
向
け
の
取
り

扱
い
も
開
始
し
、早
く
も
２
月
末
に
は
預
金
残
高
が
１
０
０
億
円
を
超
え
、継
続
的
に
社
会
貢
献
が

で
き
る
と
好
評
だ
。 

い
ち
早
く
活
用
を
決
め
た
２
法
人
の
話
を
中
心
に
そ
の
魅
力
を
紹
介
す
る
。

応援を受ける施設・団体から感謝のメッセージ

応援いただき、ありがとうございま
す。「応援定期預金」からの寄付
は、イベント開催に活用させていた
だいております。今後も子どもたち
に喜んでもらえるイベントを開催し
ていきます。引き続きあたたかいご
支援をよろしくお願いいたします。

いただいた寄付金は、スポーツ用
義足普及のための走行体験会
開催等の費用に充てています。よ
り多くの障がい者の方に走る喜
びを感じていただきたいと思って
います。引き続きご支援をお願い
いたします。

鉄道弘済会 義肢装具サポートセンター
スポーツ用義足普及
のための走行体験会開催

国立成育医療研究センター
長期入院している子どもたちに
四季を感じるイベント開催

　
当
社
が
携
わ
る
水
イ
ン
フ

ラ
事
業
は
、
そ
れ
自
体
が
社
会

公
共
性
を
有
し
て
い
ま
す
。
創

業
以
来
、
国
内
の
公
共
事
業
か

ら
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
は
じ
め
と
し
た

海
外
支
援
事
業
ま
で
、
継
続
し

て
行
っ
て
き
ま
し
た
。
昨
年
よ

り
、
社
会
的
責
任
投
資
に
取
り

組
む
こ
と
と
な
り
、
そ
こ
で
大

和
ネ
ク
ス
ト
銀
行
さ
ん
に
紹

介
さ
れ
た
の
が
、
応
援
定
期
預

金
で
す
。

　
活
用
の
決
め
手
は
、
こ
れ
ま

で
行
っ
て
き
た
義
援
金
拠
出
な

ど
の
一
時
的
な
支
援
と
違
い
、

継
続
的
に
支
援
が
で
き
る
点
。

支
援
先
に
は
国
立
成
育
医
療
研

究
セ
ン
タ
ー
、「
長
期
入
院
の
こ

ど
も
た
ち
応
援
定
期
預
金
」
を

選
び
ま
し
た
。
未
来
を
担
う
子

ど
も
は
社
会
の
宝
で
す
。
当
社

の
取
り
組
み
が
少
し
で
も
、
入

院
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
Ｑ

Ｏ
Ｌ
の
向
上
や
、
ご
家
族
の
お

力
に
な
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
当
社
は
か
ね
て
、
幅
広
い
Ｃ

Ｓ
Ｒ
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
小
学
生
か
ら
使
え
る
水
辺

調
査
ア
プ
リ
の
「
水
辺
へ
Ｇ

Ｏ
！
」
の
開
発
に
加
え
、
大
学

と
共
同
で
の
水
辺
調
査
や
発
表

と
い
っ
た
取
り
組
み
を
積
極
的

に
進
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

応
援
定
期
預
金
の
活
用
で
、
そ

の
幅
が
広
が
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
水
イ
ン
フ
ラ
に

携
わ
る
企
業
と
し
て
、
市
民
や

地
方
自
治
体
に
寄
り
添
い
な
が

ら
社
会
の
課
題
を
解
決
し
て
い

く
こ
と
が
、
当
社
の
使
命
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
常
翔
学
園
は
１
９
２
２
年
の

創
設
以
来
、
３
大
学
、
２
高
校
、

２
中
学
を
運
営
す
る
総
合
学
園

へ
と
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
大

和
ネ
ク
ス
ト
銀
行
さ
ん
の
応
援

定
期
預
金
は
「
世
の
た
め
、
人
の

た
め
、
地
域
の
た
め
」
を
建
学

の
精
神
に
掲
げ
る
本
学
園
の
方

針
に
合
致
す
る
商
品
で
す
。
ま

た
、
資
産
運
用
を
社
会
貢
献
に

直
接
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
点

に
も
魅
力
を
感
じ
活
用
を
決
定

し
ま
し
た
。

　
支
援
先
は
、
鉄
道
弘
済
会
義

肢
装
具
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

「
ス
ポ
ー
ツ
用
義
足
で〝
風
を
感

じ
る
〞 

応
援
定
期
預
金
」
で
す
。

本
学
園
が
運
営
す
る
広
島
国
際

大
学
に
義
肢
装
具
学
専
攻
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
支
援
内
容
に
賛

同
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
校
は

昨
年
の
西
日
本
豪
雨
で
被
災

し
、
地
域
や
社
会
の
方
々
に
助

け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
支
援
が

少
し
で
も
ご
恩
返
し
に
な
れ

ば
、
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　
２
０
２
２
年
に
創
設
１
０
０

周
年
を
迎
え
る
本
学
園
で
は

「
連
携
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
掲
げ

て
い
ま
す
。
大
阪
工
業
大
学
で

は
18
年
に
大
阪
商
工
会
議
所
と

都
心
型
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
拠
点
「
Ｘ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
」
を

開
設
し
、
20
年
に
は
摂
南
大
学

農
学
部
や
広
島
国
際
大
学
健
康

ス
ポ
ー
ツ
学
部
の
設
置
も
構
想

中
で
す
。
応
援
定
期
預
金
の
活

用
を
含
め
、
社
会
と
の
連
携
を

強
め
な
が
ら
、
次
の
１
０
０
年

を
見
据
え
た
学
園
づ
く
り
に
励

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

赤木屋ホールディングス株式会社／学校法人　茨城キリスト教学園
社会福祉法人 大阪自彊館／学校法人 大阪電気通信大学／鹿児島県学校生活協同組合
岸和田ロータリークラブ／社会福祉法人　希望の丘／九州共立大学／株式会社九電工

宗教法人　高野山東京別院／國際株式会社／サクラ工業株式会社
静岡商工会議所／学校法人　常翔学園／株式会社大電社／宗教法人　竺園寺

(株)東海フォトデザインシステム／一般財団法人東京マラソン財団
学校法人獨協学園　獨協大学／名古屋芸術大学／株式会社日水コン
株式会社はてな／広島清流ライオンズクラブ／株式会社富士キメラ総研

株式会社富士経済／宗教法人　遍照寺／株式会社　山新／株式会社流通サービス

◎
常
翔
学
園

　「
現
場
で
活
躍
で
き
る
専
門

職
業
人
の
育
成
」を
使
命
に
、
２

万
３
千
人
の
学
生
・
生
徒
が
集
う

総
合
学
園
。
創
設
以
来
、
約
29
万

人
の
卒
業
生
を
輩
出
し
て
い
る
。

◎
日
水
コ
ン

　
創
業
１
９
５
９
年
。
上
下
水
道

の
普
及
整
備
に
伴
う
調
査
・
計
画

か
ら
設
計
・
工
事
ま
で
包
括
的
に

携
わ
り
、
水
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

業
界
を
リ
ー
ド
す
る
存
在
。

　定期預金にできる社会貢献を考えた末に生まれたのが「応援定期
預金」です。私自身も大和証券時代、ワクチン債などの販売を指揮した
こともあり、継続的に支援できる仕組みの金融商品はずっと念頭にあ
りました。
　「応援定期預金」は、継続的に寄付できるのが特徴で、応援先が選べ
る点もお客さまのビジョンや事業内容に即した寄付ができると好評です。
　応援先には私自身も足を運び、本当に必要な支援を探りました。その

うえで、国の支援が届かない部分など、現場の声に応える支援内容に
なったと自負しています。今後はＳＤＧｓの広まりを受け、その理念に沿っ
た応援先も準備中です。
　いずれ金利が上がれば、この商品の仕組みはより大きな支援を生み
出します。銀行というインフラを生かせば、人々の支援の気持ちを集結
させることができます。当行だけでなく、いずれは地域の金融機関にも
同様の商品が広まればと願っています。

応援定期預金をご活用されている一部の法人様

（五十音順・敬称略）

銀行というインフラを生かし  支援の気持ちを集結 大和ネクスト銀行  中村 比呂志 社長

賀藤
病院長

臼井
研究室長

大和ネクスト銀行
寄付金額

応援定期預金
預入残高

寄付

お預入れ

利息

預入残高の一定割合を計算し、
大和ネクスト銀行が寄付金として拠出

お
客
さ
ま

応
援
先

企画・制作=日本経済新聞社クロスメディア営業局広　告
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